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研究成果の概要（和文）：胆汁うっ帯を呈した60例を対象に、胆汁培養が陽性または他の感染症が除外でき胆管ドレナ
ージによって改善を急性胆管炎診断のgold standardとして、血清プロカルシトニン（PCT）の診断能を発熱、WBC、CRP
と比較した。感度/特異度は、発熱21/100%、PCT91/25%、WBC18/94%、CRP84/56%だった。ROC曲線のAUCは、体温0.746、
PCT0.746、WBC0.698、CRP0.807だった。胆汁培養が陽性だった36例でのPCT、WBC、CRPの陽性率は14%、89%、25%、83%
だった。PCTの診断能は良好ではないが、感染の予測因子として有用な可能性がある。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to elucidate the significance of measuring serum 
procalcitonin level (PCT) in diagnosis of acute cholangitis. The subject of this study was 60 patients 
with bile stasis. The ‘gold standard’ for acute cholangitis in this study was that one of the two 
following conditions was present: (1) clinical remission following bile duct drainage; or (2) remission 
was achieved by antibacterial therapy alone in patients in whom the only site of infection was the 
biliary tree. Sensitivity and specificity of body temperature (BT), PCT, WBC, and CRP were 20.5% and 
100%, 91.0% and 25.0%, 18.2% and 93.8%, and 84.4% and 56.3%, respectively. In 36 patients with positive 
bile culture BT, PCT, WBC, and CRP were increased in 5 (13.9%), 32 (88.9%), 8 (25.0%), and 30 patients 
(83.3%). Accuracy of PCT for diagnosing acute cholangitis was not so favorable. There is a possibility 
that PCT is a useful predictive factor for infection in patients with bile stasis.

研究分野：消化器外科学

キーワード： 急性胆管炎　バイオマーカー

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)研究代表者らは、急性胆管炎･胆嚢炎の国
際版診療ガイドラインである Tokyo 
guidelines（以下、TG）を作成し、2007 年
に論文にまとめて世界に発信した。TG は、
世界で初めて急性胆管炎と急性胆嚢炎の診
断基準、重症度判定基準を定めたが、診断基
準、重症度判定基準、重症度別診療指針には
まだ問題点があり、今後の改訂における重要
な課題となっている。特に急性胆管炎の診断
基準における炎症の有無の判定、急性胆管炎
に対する胆管ドレナージの適応基準につい
ては、高いレベルのエビデンスが乏しく、一
定の見解が得られていない。 
(2)プロカルシトニン（以下、PCT）はカル
シトニンの前駆蛋白として甲状腺の C 細胞
において生成されるが、近年、新しい信頼性
の高い細菌感染症のバイオマーカーとして
注目され、本邦では 2006年 2月に血清濃度
測定が保険収載された。細菌感染症診断にお
いて CRP より感度・特異度が高く、反応も
鋭敏である。また、重症であるほど有意に値
が高くなるため、重症度マーカーとしても評
価されている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、急性胆管炎の診断と重症度判定に
おける血清プロカルシトニン（PCT）濃度測
定の有用性を明らかにし、診断基準と重症度
判定基準の項目として血清 PCT 濃度の追加
を提案することを目的とする。計画している
具体的な研究項目は以下の 4項目である。１．
急性胆管炎の存在診断における血清 PCT 濃
度の cut-off値の設定、２．急性胆管炎の診断
における血清 PCT 濃度測定の有効性、３．
急性胆管炎の重症度診断における血清 PCT
濃度測定の有効性である。4. 急性胆管炎の胆
管ドレナージの適応基準としての血清 PCT
濃度の cut-off値を求める。 
 
３．研究の方法 
総胆管結石や悪性腫瘍により胆汁うっ帯を
呈する患者を対象とした、介入を伴わない
前向き観察研究として行う。抗菌薬投与、
胆管ドレナージの適応等の診療方針は、原
則として TGに従う。急性胆管炎の存在診
断における血清 PCT 濃度測定の意義を明
らかにするため、胆管炎(+)群と胆管炎(-)
群に分け、急性胆管炎の診断基準にある各
項目と血清PCT濃度についてROC分析を
行い、AUC を比較検討する。重症度診断
における意義を明らかにするため、急性胆
管炎(+)群を、重症群非と重症群に分け、急
性胆管炎の重症度に関連のある項目と血清
PCT濃度について ROC分析を行い、AUC
を比較検討する。 
 
４．研究成果 
(1)胆汁うっ帯を呈し当院で入院加療を施行
した 60 例(平均年齢 74.7 歳、男女比 7:8)を

対象とした。癌の再発例、肝硬変併存例、慢
性腎臓病併存例、化学療法施行例、長期ステ
ロイド投与例は対象から除外した。急性胆管
炎診断の gold standard を、「1）胆汁培養が
陽性であること、または、2）他の感染症が
除外でき胆管ドレナージによって改善を示
す」として、PCT 高値（≧0.05）の診断能を
発熱（≧37.5℃）、WBC 上昇（≧9,800 /μL）、
CRP 高値（≧0.3 mg/dL）と比較した。 
(2)対象症例の平均年齢は 74.7 歳で、男女比
は 7:8 だった。原疾患は、総胆管結石 31 例、
膵頭部癌 13 例、胆管癌 7 例、胆管空腸吻合
術後 3 例、肝内胆管癌 2 例、IPMC3 例、良性
胆管狭窄 1例だった。44 例が急性胆管炎と診
断された。重症度は軽症 34 例、中等症 8例、
重症２例だった。急性胆管炎診断の感度／特
異度は、発熱：20.5%／100%、PCT：91.0%／
25.0%、WBC:18.2%／93.8%、CRP：84.4%／56.3%
だった。ROC 曲線の AUC は、体温：0.746、PCT：
0.746、WBC：0.698、CRP：0.807 だった。胆
汁培養は 36 例で陽性で、これら 36 例中、発
熱を 5例（13.9%）、PCT 高値を 32 例（88.9%）、
WBC 上昇を 8 例（25.0%）、CRP 高値を 30 例
（83.3%）に認めた。 
(3)急性胆管炎診断における血清プロカルシ
トニンの診断能は良好ではないが、胆汁培養
陽性例で陽性となることが多く、感染の予測
因子として有用な可能性がある。 
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